
マルクス理論とその現代的射程

『資本主義を超える　マルクス理論入門』（大月書店）

編者を囲むつどい

主催：唯物論研究協会 マルクス部会有志　　協賛：東京学習会議

必ずしも「やさしい本」ではありませんが、マルクス自身に即した新しいマルクス

理論把握とその現代的射程についての、類書がない、本格的なテキストです。

今回は、編者（中心的著者）が、そのエッセンスを平易に解説します。質問コーナー

も設ける予定です。

参加費　無料

明治大学　リバティタワー　8階　1087 教室会場

3月11日（土）　午後2時～6時日時

平子友長（一橋大学名誉教授）　　「マルクス経済理論の核心──物象化」

渡辺憲正（関東学院大学教授）　　「マルクスの歴史理論と共同体把握」

後藤道夫 ( 都留文科大学名誉教授）  「物象化と福祉国家型市場規制」

蓑輪明子（名城大学助教）（予定）　 「マルクスとジェンダー」

報告者


